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高性能自動三方断裁機の導入による無線
綴じ・アジロ綴じ製本の生産性向上事業

【事例】

04
無線綴じ用の製本ラインに三方断裁機を導入し、作業効率の改善を実現した。従来機では困難であった付録付き製
本も可能になり、多品種・小ロットの様々な顧客ニーズに応える体制を整えた。
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　当組合は、小規模製本会社10社が集まり、書籍の製本
作業を専門に行う団体として設立した。請け負う工程とし
ては、背丁ごとに折られた本文用紙が納入された後、丁合、
表紙接着、断裁、カバーや帯等の装着、梱包、発送までの
一貫作業である。現在では、並製本5、上製本１の合計6
ライン体制で、無線綴じ製本・アジロ綴じ製本を専門に行
い、大手・中堅の出版社や印刷業者で60～70社（主要先
は約15社）と取引がある。
　しかし、昨今の本離れ、ペーパーレス化、印刷会社・ユー
ザー等の内製化等の影響は避けられず、業界全体の出荷
額は、平成25年は平成20年比30.5%減となるなど、減少
の一途を辿っている。当組合は業界平均より減少率は低
くなっているが、それでも製本売上が平成25年は平成21
年に比べ10%以上減少している。
　また、地域密着で労働集約的な業種である印刷・製本
業では、経営者の高齢化や後継者難による廃業が多く、
従業員の高齢化といった労働力不足も加速している。
　このような状況下で、当組合では、採算を確保しながら
受注の維持・拡大を図り、生産効率を上げ、発注元の信頼
をより高めることが喫緊の課題となっている。

　
　今回導入したのは、製本機械業界を長年牽引している
芳野㈱社製の三方断裁機であり、A6判からB4判まで対
応する並製本設備ラインの3号機グループに設置した。
　この三方断裁機は、書籍や雑誌の化粧断ち（本文を仕

上げ寸法通りに正確に断裁すること）を行うことに特化し
た断裁機である。本の天（上部）、地（下部）、小口（開く
側）の三辺に刃があり、機械内部に本を自動的に送り込む
ことによって、天地、小口の刃が交互に作動し、安全に化
粧断ちすることができる。三方向の刃によって断裁するの
で、紙回しの必要もなく、正確に速く仕上げることが可能
な設備である。
　当組合では、すでに三方断裁機を有していたが、旧式の
ため、一度に断裁できる量、切り替えに必要な手間など、
少部数・短納期という発注元の要請に応えるには十分で
はなかった。
　製本工程は、本づくりの最終段階になるため、作業時間
に余裕がないことが多い。そのため、納期を守るという版
元の要求に応えていくためには、仕上断裁の効率化は必
須となっている。また、ライン全体の生産性を向上するこ
とはもちろん、従来は機械対応が困難であった付録のつ
いた本の断裁も可能にする等広範囲に対応して行くこと
が、生産性向上の重要な鍵となる。

　

 取組みの背景

　 取組みの内容

天・地・小口の三辺の刃が交互に動く
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社内の様子

昭和42年設立の当組合は、取引先に大手出版社が名
を連ねる。文化の中心である「本」の製本過程を担い、
手に取る人が満足する品質の維持・改善に日々取り組
んでいる。様々な製本設備を操作する人材の技能水

準の向上や作業マニュアルや目視検品の徹底、工程毎の品質チェック
シートの実践、チームワーク力の強化等「人による品質管理」を徹底して
いる。また、製本設備のライン化に伴う省力化・合理化・高速化により生
産性を向上させるとともに、不良品を未然に防ぐための様々な検査機器
を活用した「設備による品質管理」も実践している。「正確で、より丈夫で
きれいな本」を適時に適切な料金で提供することが、当組合が求めている
「品質」である。

組合
紹介

　今回導入した断裁機は、厚み150mmまでを対応可能と
しているため、160ページの文庫本では1回18冊まで断裁
できるようになった。これは、従来の断裁機に比べ、20%
の生産性の向上が実現できた。
　大型タッチパネルによる高い操作性のほか、セット替え
や調整を要する箇所が一番作業しやすい位置に停止する
ことにより、セット替えや修理の時間が以前に比べて約
9%改善された。
　また、断裁機本体の入口に連結されるベルトコンベア
から搬出されてくる本の量を検知して、自動的に本機のス
ピードをコントロールできるため、流れ作業がスムーズに
なり、動いてはすぐ止まる「チョコ停」が削減できた。こう
した強みから、より切り替えが多いものを3号ラインに集
中させることが可能となった。
　かつては男性の職場というイメージが強かった製本会
社だが、今後労働力を確保していくためには、女性の参入
も不可欠になっている。当組合では、誰でも扱えるように
設備導入を進め、現在は1ライン6名のうち、男性1名、女
性5名という体制を実現している。人数も、従来の1ライン
あたり8～9名だったところが、現在は6～7名になった。
　書籍の製本では、以前は少部数割増という慣習があっ
たが、昨今はコスト競争が激しく、通常の価格で少部数で
も対応せねばならない。また、自動化といっても人間の作
業を代替していく設備投資になるので、企業ごとの特色
を出すのが難しい。しかし今後、ますます小ロットや短納
期での受注が増えることが見込まれるため、当組合では
効率化を進め、利益を確保できる体制を整えていく。

　平成29年前期の売上では、減収増益となったが、コス
ト競争、少部数対応のニーズはますます高まり、利益の確
保が難しい状況が続いている。
　また、自動化にも限界があり、当組合の強みを出すのは
難しい状況にあるが、当組合では効率化を進めると同時
に、製本研究室を設け、自分の手で製本できる人材を育て
ている。人にしかできない作業と、機械で効率化する作業
を組み合わせることによって、同業他社との差別化を模索
している。

仕上げのスピードが格段に向上した

 　取組みの成果  　補助事業終了後の取組み
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